
日本大学 生産工学部

第６回千葉県そば大学講座

主催

資　　　　料

千葉県 　千葉県教育庁

習志野市

全国麺類文化地域間交流推進協議会

　習志野市教育委員会

後援

協賛 千葉県そば推進協議会

千葉手打ち蕎麦の会 千葉県そば大学講座



 



ごあいさつ 

千葉手打ち蕎麦の会  会長  瀧 上 韙
よし

 明
あき

 

 

千葉県そば大学講座は、平成 20 年 7 月 13 日に千葉市中央区の 

中村学園 1 号館で、100 余名の受講生を得て発足いたしました。 

初回の開講に先立って私達が受講生の皆様にお約束したことは、受講生全員にその都度

｢修了証書｣を授与すること、また受講回数によって学位記を授与することでした。その学

位記とは 5 回の受講で｢学士(そば学)｣、7 回の受講で｢修士(そば学)｣、10 回の受講で｢博

士(そば学)｣の学位を授与するというものです。その意思は現在も引き継がれ、第２回の

講座から日本大学生産工学部津田沼キャンパス(習志野市)に場所を移して、定員も 120

名、150 名、200 名、250 名と回を重ねるとともに増え、本年は第６回を迎えること

となりました。 

振り返って本講座を開催するに至った経緯を簡単に申し上げますと、全麺協では毎年

「日本そば大学」を 2 泊 3 日で開催しています。しかし日程と費用の関係で参加できな

い方もいらっしゃることから、本会は日帰りで費用の負担も軽い講座を開き、正しいそば

の知識と技術の普及を目指して、また千葉固有の蕎麦品種千葉在来の普及啓蒙と地域振興

策並びに生涯教育の一環として、全麺協の単位付与制度を導入した「そば大学講座」を開

催することといたしました。初回の募集にあたっては受講生が集まって頂けるかなど不安

を抱えての船出でした。しかしその心配もなく今日のように盛会に本講座が開催できます

ことは、ひとえに受講生の皆様方のご協力によるものと深く感謝申し上げています。 

私達一同、本講座を通して、皆様のより一層の研鑽に資すれば幸いに思っています。 

最後になりますが、今後も毎年１回そば大学講座を開催する予定です。また「そば打

ち」を通じて仲間づくりと地域づくりを進めてまいりますので、本会への一層のご指導ご

鞭撻をお願いして挨拶といたします。 

なお、本講座は地域振興並びに生涯教育の観点から全麺協、千葉県、千葉県教育庁、

習志野市、習志野市教育委員会、日本大学生産工学部の後援を頂いています。 

 

千葉手打ち蕎麦の会について 

千葉手打ち蕎麦の会は、平成 18 年 5 月に全麺協正会員として加入し、地域振興策並び

に生涯教育の一環として、千葉県下において手打ちそば教室やそば料理教室を主催し、併

せて各地域の公民館祭りや産業祭へ参加して地域とのコミュニケーションを行うとともに

素人そば打ち段位認定会、そば大学講座などを主催し、積極的な活動を展開しています。 

 千葉手打蕎麦の会の詳細は下記のウェブサイトをご覧ください。 

 

 

 

 

 

千 葉 手 打 ち蕎 麦 の会 ウェブサイ ト 

http://chiba-soba.com 

アドレスが変わりました 

http://www.soundonly.sakura.ne.jp/soba/welcome.html


 



「千葉県そば大学講座」は、そば打ち技法の普及啓蒙と地域振興策並びに生涯教

育の一環として、本年は下記のカリキュラムで開催いたします。  

 

開催日：平成２５年７月２７日（土）  ９時３０分開講  

場   所：日本大学生産工学部津田沼キャンパス  ３７号館１０１教室  

定  員：２４０名  
 

 

カリキュラム：統一テーマ「世界のそば、日本のそば」  

講演内容は一部変更になる場合があります  
 

９：００  受付開始  

９：３０  開講式  
 

９：４５  もう一つのソバ：東京農業大学客員研究員  稲澤俊行氏  
 

１１：００  日本のそば事情：千葉在来普及協議会会長  大浦  明氏  
 

休憩（昼食）  
 

１３：００  プロのそば打ちに学ぶ：会津そば塾主宰  桐屋当主  唐橋  宏氏  
 

１４：４０  絵解き謎解き江戸のそば猪口：そば猪口美術館館長  岸間健貪氏  
 

１５：５０  学位記授与  
 

１６：００  閉講式（修了証書授与）  
 

１６：３０  懇親会（任意参加）  ３９号館２F 食堂  

１８：００  中締め  
 

受講料：一般４ ,０００円（昼食代を含む）  

     会員３ ,０００円（昼食代を含む）  

懇親会（任意参加）：３ ,０００円  
 

後援：全国麺類文化地域間交流推進協議会  

千葉県、習志野市、千葉県教育庁、  

   習志野市教育委員会、日本大学生産工学部  
 

千葉県そば大学講座  委員長  山崎  憲  

第６回千葉県そば大学講座カリキュラム 
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第６回千葉そば大学講座  平成２５年７月２7日 

 もう壱つの 

 ソバ  

東京農業大学食品加工技術センター 

客員研究員 稲澤敏行 

 

世界のソバ、日本のソバ文化を考察する前に植物としてのソバの生態  

農作物としてのソバの実情を知り、それらを基に世界のソバ食文化をとおし 

グローバルに見て、これからの日本のソバの方向性を探ってみようと思います。 

 

A 植物としてのソバ 

１． 種子 

２． 花    グリーンフラワー  韃靼ソバの花 

普通ソバ 長柱花・短柱花  ソバ密ゼリー花 

３． 実 

４． 紅葉 

Ｂ 農作物としてのソバ 

１． 世界の生産量 

２． 日本玄ソバ輸入状況 

３． 農場  種まき・圃場 

４． 収穫・乾燥 

Ｃ 衣住食としてのソバ 

１． 衣類 

２． 住まい 

３． 食べ物 

  

 



粒食 

           蒸す(そば米)⇒脱皮⇒炒る(茶) 

 

  玄ソバ      抜き 

 

           炒る⇒脱皮⇒粉(ザンパ・香煎・はったい粉) 

 

粉食   

  製粉法 

 

   岡挽き法   胴搗き・石臼挽き・ローラー挽き 

水挽き法   中國(涼粉) 韓国（ムック） 豆腐、白玉粉 

 

そばがき  フランス ブルタニー地方・・・・ブィイー 

          イタリア・・・・ボレンタ 

 

めん線条の作り方 

    手延ばし 

     

手打ち 

        イタリア・・・ピッツオッケリ 

        中國・・・両手包丁 

             湯煎ギャレットの包丁切 

             焼きギャレットの包丁切 

             大包丁切 

             截ち切 

    押し出し麺 

 

      ・ＡＣ５００年頃 「斉民要術」 

      ・韓国 

      ・中國 

      ・イタリア(スパゲティー)・ビーフン・春雨 



Ｄ もう壱つのソバ 

・良くソバを食べる国はどこ 

・ソバのエネルギーを見る 

・炊飯器での発芽 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 著書参照 

    柴田書店 そば・うどん 

     26号 内モンゴルそば料理大発掘 

     27号中国雲南省の秘境で苦がそば料理の数々と遭遇 

     29号ロシアバイカル湖のほとり 出会ったカーシャの味 

     30号中国そば料理黄土高原 

     33号ダッタンソバの魅力を探る（エベレスト街道） 

     34号朝鮮のそば文化とそば料理 

     36号中国・山西省 

  江戸ソバリエ協会ホームページ「国境なき江戸ソバリエたち」 

  北海道 幌加内町そば博物館 稲澤コレクション「世界の蕎麦道具」展示中 

 

 

 

 

 



世界のソバ生産量（FAO）  

                                    トン 

 

 

 

  1992年 2000年 2008年 2011年 

世界 4,966,620 3,782,085 1,916,863 2,294,178 

ロシア連邦 1,037,620 997,600 9,241,110 800,380 

中国 3,100,000 1,950,000 325,000 720,000 

ウクライナ 351,067 480,600 240,600 281,600 

フランス 26,200 36,934 117,148 91,000 

米国 93,000 65,000 83,000 79,500 

ポーランド 38,000 50,000 68,726 92,985 

ブラジル 38,000 50,000 52,000 57,000 

ベラルーシ 8,000 1,800 18,016 44,456 

カザフスタン 220,000 28,700 16,570 37,400 

日本 21,000 28,500 26,300 32,000 

リトアニア 200 14,700 20,900 9,600 

資 料 



稲澤 敏行  略歴 

 

 

昭和１３年 東京都 生まれ 

昭和３６年 東京農業大学 農芸化学 卒業 

昭和３６年 東洋醸造 株式会社 （現 旭化成）入社 

昭和４１年 株式会社 イナサワ商店 代表取締役就任 

現在 東京農業大学客員研究員 

一茶庵 手打ちそば教室講師 

江戸ソバリエ協会顧問     

 

 



 



日 本 の そ ば 事 情

大 浦 　明

平成25年7月27日















 



                                

 プロのそば打ちに学ぶ 



 



 



 



 



 



 



 



「絵解き謎解き 江戸のそば猪口」 

そば猪口に多彩な文様を作り出した江戸の文化 

 

                 岸間 健貪 

 

１ はじめに 

 今日は「そば猪口」について話をします。そば猪口というと蕎麦打ちをなさっている方にとっては

横道かもしれません。ですが横道というのは面白いことに出会うことが多いのです。ここでそば猪口

の製作年代や産地について話をしたのでは骨董の講座になってしまいそうです。それは他の講座に

譲ります。私は江戸のそば猪口の文様、江戸の人々はこの器をどのように楽しんだのかということに

ついて話をさせていただきます。 

 本題に入る前に、ひとつだけ断っておかなければならないことがあります。それはよく質問される

ことですが「これらのそば猪口で本当に蕎麦を食べたのか」ということです。それには「よく分から

ない」という曖昧なことしか答えられません。もちろんそば猪口として生を受けた器もあるでしょう、

しかし製作年代から考えてあらかじめ「蕎麦を食べるための器」として作られたものではないと思わ

れるものも多くあります。おそらく会席膳などで使われたものだろうと思います。その器が後に蕎麦

を食べるために使われたかもしれないというところです。もちろんこの形です、酒器として使われた

こともあるでしょう。したがって「そば猪口型の器」とでも思って見て下さい。 

 その器の多彩な文様の底流に流れている江戸の文化というところから話を始めていきます。江戸

文化というと「粋」や「通」ということがすぐに思い浮かびますが、それは単なる姿・形ではなく、

人間の中身・生き方そのものがためされるものだったようです。私たちもこの文化に接するときは、

感覚を研ぎ澄ましていないとついていけなくなるところもあります。江戸の人々の暮らしに思いを

はせながら文様を見ていきます。 

 ではその世界に入っていきましょう。 

 

２ 言葉遊び 

 江戸の文化を語る時に、どうしても避けて通ることができないのが「言葉遊び」です。駄洒落とい

ってしまえばそれまでですが、言葉にとことん拘り、そして言葉を楽しんだ人々がいました。その

人々の感性・美意識はどのようなものだったのか、すこし探っていきたいと思います。 

 たとえば銭湯の「石榴口」があります。江戸時代の銭湯(湯屋)は、湯船が区切られた部屋の中にあ

ってその入口は「石榴口」と呼ばれていました。屈まなければ入れない小さな入口は湯が冷めないた

めの工夫だったようですが、その名の由来は何でしょう。喜田川守貞が書いた「守貞漫稿・巻之二十

五」にこうあります。「屈み入ると云うを、鏡鋳ると云うにとりなしたるなり。昔は鏡を磨ぐに、石

榴の実の醋を用いたる故なり。今は梅の醋を用いゆ。按ずるに、いま江戸の銭湯に石榴口という名目

あるは、鏡磨きより出たる名目なり」。つまり「屈んで入る」ところだからということで、こんな素

敵な名前を付けてしまうのです。 

 



 お稲荷さんと海苔巻の詰め合わせ弁当を「助六」といいます。それは歌舞伎十八番「助六由縁江戸

桜」で、花川戸助六が吉原の花魁「揚巻」に思いを寄せていたということによります。油揚げと海苔

巻で「あげ・まき」というわけです。助六が好きなもの、これを幕間につまみながら芝居を楽しんで

いたわけです。 

 もうひとつ。江戸で焼き芋に人気がありました。もちろん江戸近郊でサツマイモが栽培されるよう

になってからです。その地は川越で、江戸から十三里ありました。それで焼き芋を「九里四里うまい

十三里」といって売っていました。すばらしいコピーライターがいたのです。 

 このように言葉で遊ぶことが日常であり、これを解せないのは野暮と笑われたのです。「地口」と

いう文化が花開きました。それが江戸という所であり、江戸という時間なのです。こうしたことがそ

ば猪口の文様に反映されないわけはありません。したがって、当時の文化を下敷きにしてそば猪口の

文様を見ていく、つまり「江戸の人々の目で文様を見る」ということで、見えてくるものがあるとい

うことです。今日の文化状況から考えると馬鹿馬鹿しいと思えるようなものでも、当時の人々は競っ

て言葉遊びを楽しんだということが分かってきます。 

 

３ 川柳など 

 江戸の言葉遊びのなかでも大衆に支持され洗練されていったのが都々逸と川柳でしょう。そのな

かから蕎麦にかかわるものをいくつか取り上げて、江戸の人々の心を覗いてみましょう。 
 

「信州信濃の新蕎麦よりも あたしゃあなたのそばが良い」 
 

これはあまりにも有名な都々逸ですから、蕎麦好きでない人でもみな知っています。しかしここで終

わってしまわないのが江戸の人々 
 

 「信州信濃の新蕎麦よりも あたしゃあいつのそばが良い」 
 

会津の蕎麦とまぜかえしてしまう。あの八重さんはこう言ったかもしれません。 
 

 「お医者の頭に雀がとまる とまるはずだよ藪だもの」 

 「猪口々々会う夜をひとつにまとめ 徳利話がしてみたい」 
 

おしゃれで楽しいものばかりです。藪だの猪口だのでむりやり蕎麦とくっつけてみました。 
 

古川柳には 
 

 「御手打ちに なるとは知らで 蕎麦の花」 
 

御手打ちとはおだやかではありませんが、蕎麦となれば話は別です。清楚で可憐な白い花をみごとに

表現したものです。 
 

 「ちゃんころが 無いと狐の 蕎麦を掘り」 
 

という句があります。これなどは今日では何を言っているのかさっぱり分かりません。まず「ちゃん

ころ」、これは銭のことです。そして「狐の蕎麦」とは、なんとミミズのことなのです。狐に化かさ

れてミミズを蕎麦として食べさせられたなどという話から、そう言われるようになったようです。つ



まり、金が無いからミミズを掘って釣りのエサとして売って一杯やるか、というようなことを詠んだ

ものです。江戸の貧しい庶民の暮らしが垣間見える句です。しかしそこには絶望感や悲壮感がありま

せん、なにかほのぼのとしたものすら感じてしまいます。江戸とはそうした空間だったのでしょう。 
 

 「荒打ちの 日はさげ縄で ひっかける」 
 

「さげ縄」というのは、土壁を作るときの縦横に組んだ木
こ

舞
まい

に巻きつける縄のことです。その「さげ

縄」は当時の左官や大工などの職人の間の隠語で蕎麦のこと。細くて長いから、単純明快。壁塗りの

祝いの日に、蕎麦で祝杯をあげようというわけです。この蕎麦で一杯ひっかけるというところがたま

らない風情ですが、たった二百年前の日常の一こまがまったく分からないということが残念でなり

ません。 
 

 「蕎麦の客 将棋の駒で 数をとり」 
 

またまた難解なものが出てきてしまいました。江戸の川柳の世界で「蕎麦の客」といえば赤穂浪士の

ことと決まっていました。だが、討ち入り前に蕎麦屋の二階に結集して身支度を整え、びっくりした

蕎麦屋の主人が階段を転げ落ちるというのは作り話です。実際は堀部安兵衛・前原伊助・杉野十平次

宅に分散して集まったようです。敵に見つかってはならない作戦行動ですから、蕎麦屋の二階ではま

ずいでしょう。しかしこの設定が映画のシーンを盛り上げるためというならいざ知らず、江戸時代か

ら蕎麦屋とされていたのですから面白いものです。これは「討ち入り」と「蕎麦打ち」のごろ合わせ

から作られたと思われます。それで困ったのは将棋の「駒」です。今の将棋の駒は敵味方合わせて四

十枚ですが、元禄のころまでは「中将棋
ちゅうしょうぎ

」というのがあってその駒は味方だけで四十六枚でした。

なんとも凄い将棋で金将・銀将の他に銅将・鉄将などもあり、仲人などという駒まであります。どの

ように指すのかは分かりませんが、なんとも時間のかかるものだったのではないかと余計な心配を

してしまいます。その駒で一人の浪士が集まってくる同志を数えます、全部揃えば自分を入れて四十

七になるというわけです。川柳ひとつ分かるまで大変です。 
 

 「夜討ち蕎麦 山葵も一味 数に入り」 
 

これも忠臣蔵にかかわる句ですが、楽しむには注釈が必要なようです。「山葵」とは足軽中間など身

分軽い者の俗称です。彼らがはく袴の文様が山葵おろし(鮫皮)に似ていることからそう言われていま

した。山葵も一味も蕎麦の薬味、それを討ち入りの一味に加わることができたことにかけています。

ここまでくれば誰のことだか分かります、寺坂吉右衛門のことです。吉田忠左衛門の足軽ですが討ち

入りの一党に加えられました。だが本願成就のすぐ後に姿をくらまし、「おあずけ」にならず切腹も

していません。そこで「逃亡説」や「密命説」がいろいろ語られるのですが、安芸浅野家に謹慎の身

になっていた内匠頭の弟大学に討ち入りを知らせに行ったのと、浪士の遺族の面倒をみる為だった

といのが本当のところでしょう。それを咎められないように忠左衛門は幕府の聞き取りにたいして

「逐電した」と語ったという記録が残っています。歌舞伎の仮名手本忠臣蔵では寺岡平
へい

右
え

衛門
も ん

として

登場する、お軽の兄という重要な役どころです。七段目の「一力茶屋の場」で仇討の密書を見てしま

った妹を殺すことによって一味に加わろうとする。大星由良之助はその決意のほどを知って一緒に

江戸に下る許しを与える、泣ける場面です。歌舞伎は江戸の庶民の一番の娯楽、こうして川柳にもよ



く登場します。 
 

「蕎麦腹で 本望通し 粥をくい」 
 

巷説では、討ち入りのあと浪士たちは吉良邸から泉岳寺に向かう途中で芝の仙台伊達藩邸にさしか

かったところで粥をふるまわれたとなっています。「芝で粥 食ったが朝の 六つ時分」という川柳

まで残っています。しかし本当は、永代橋を渡った「乳熊屋」(現在のちくま味噌)で甘酒粥をごちそ

うになったようです。まあ忠臣蔵自体が様々なフィクションで飾られた話で、江戸の人々も楽しんで

いたということです。 
 

 「道光庵 草をなめたい 顔ばかり」 
 

道光庵は蕎麦が好きな人には良く知られています。江戸時代享保年間に蕎麦で人気を誇ったお寺で

す。あまりに繁盛したので三代後には「不許蕎麦」などというとんでもない石碑を建てられてしまい

ました。浅草にあったこのお寺と石碑は現在千歳烏山にあります。では「草をなめる」とは何でしょ

う。これは落語の「そば清」からとっています。賭け蕎麦を生業としている清兵衛さん、通称「そば

清」の噺。最後は「薬草」のおかげで自分が消えてしまい、蕎麦が羽織を着ているという落ち。蕎麦

を旨そうに食べるしぐさが見せ所となっている落語です。それにしてもせいろ五十枚も食べられる

のでしょうか、やはり草が必要になるのでしょう。 

 このような江戸の言葉遊びの文化。これは大名や公家が作り上げたものではなく、庶民が作り上げ

た文化です。江戸時代の庶民というと長屋に住んでその日暮らしで、文化とは程遠い存在だったと思

っている人が多くいます。だがそれは間違いのようです。その文化はそば猪口の文様に反映され今日

まで伝えられているのです。それを分からないまま通り過ぎるのか、それを楽しむのか、私たち自身

の心の持ち方ひとつなのです。 

 

４ そば猪口の文様を楽しむ 

 

(１)  氷烈文に粟  

 氷烈文というのは氷が割れた様を図案化したもの。「われる」と「あわ」から思い起こされるも

のと言ったら、百人一首の崇徳院の歌「瀬をはやみ岩にせかるる滝川の われても末に逢わむと

ぞ思ふ」。この歌を文様のなかに忍び込ませていたのです。崇徳天皇は保元の乱で後白河天皇と

争い敗れて讃岐に流される。この歌は恋の歌のように言われていますが、讃岐に流されてからの

もので自らの皇統がいつかは日の目を見ることを願ったものという説もあります。そう思って見

ると、このそば猪口もなにか品のあるものに見えてきます。では江戸の人々はといえば、当時「崇

徳院」という落語があったくらいだから庶民もみな知っていたのです。 

 

(２)  熊手と箒  

 白居易(白楽天)という九世紀の中国の詩人がいます。その詩の一節に「林間に紅葉を焚いて酒

を温め 石上の緑苔を払って即興の詩を書く」というのがありました。その風流が皆の心を捉え

たのでしょう、大変に人気がありました。そしてこうしてそば猪口の文様にもとりあげられまし



た。 

 だが、ここで終わってしまわないのが江戸の人々の言葉遊びです。能の高砂のなかの謡曲とい

えばあの「たかさごやー」で有名ですが、そこに登場する尉(じょう・神高砂)は箒を、姥(うば・

神住ノ江)は熊手を持っているからそれを表しているという人もいます。さらに伊勢音頭の中で

「おまえ百までわしゃ九十九まで、ともに白髪のはえるまで」と唄われますが、それをもじって

「おまえ掃くまで、わしゃ屑熊手」と笑っているのだという人まででてきます。なんともおおら

かで楽しい世界です。大胆な想像力と発想の転換、柔らかな頭で接することが大事なようです。 

 

(３)  笠と鍬 

 そば猪口には「雪中筍掘」の図が多くあります。しかも一時の流行ではなく長い期間にわたっ

て描かれています。いかに人気があったかということが分かります。これは中国の「二十四孝」

という親孝行の説話のひとつで、孟宗という人が病気の親の願いで雪の中に筍を掘りに行くとあ

るはずのない筍が本当に生えてきたというものです。江戸時代この「二十四孝」は寺子屋教育な

どを通じて庶民の中にも浸透していました。人形浄瑠璃から歌舞伎になった「本朝廿四孝」があ

り、人気の演目でした。さらに西鶴の「本朝二十不孝」というのもあります。パロディが受ける

というのは、元が知られていなければ成立しません。さらに「二十四孝」は落語にも取り上げら

れています。それだけ江戸の人々はこの話に親しんでいたということです。 

 ここではその「二十四孝」を孟宗という人物を描かずに、「笠」と「鍬」だけで表現しています。

このように象徴的な物だけで説話や物語を表すのを「留守文様」と言います。これも教養の共有

という前提があって初めて楽しめるものです。このようなものも江戸文化の特徴のひとつです。 

 

(４)  杜若と文に折鶴 

 杜若といえば「伊勢物語」です。多くは「八橋と杜若」という組み合わせで表現されますが、

尾形光琳の「杜若図屏風」では八橋を省いて色彩も制限し究極の美が追及されました。在原業平

の「からころも きつつなれにし つましあれば はるばるきぬる たびをしぞおもふ」の歌を

意匠化したものです。この図柄はあらゆる工芸品に見ることができます。 

 ここでは杜若と文の裏面に折鶴を描いています。文には三河で詠んだ歌が記されているのでし

ょう。そして折鶴です。これは伊勢物語東下りで三河の八橋から隅田川までたどりついた業平が

詠んだ歌「名にしおわば いざ言問わむ 都鳥 わが思う人は ありやなしやと」これをも含め

た物語を文様にしているのです。折鶴を都鳥にみたてて描くとは、なんとも洒落ています。しか

しこれも伊勢物語や和歌を知らなければ面白くもなんともないものです。そば猪口ひとつにも江

戸の人々の楽しみ方の奥の深さが感じられます。 

  

いよいよ歌舞伎の世界にもぐり込みます。 

(５)  海老に三升 

 三升は成田屋・市川家の紋です。それに海老ときたら、市川海老蔵のことです。このそば猪口

は推定される製作年代から五代目市川海老蔵の頃のものだと思われます。贔屓筋や芝居茶屋など

が作らせたものではないでしょうか。しかしそれだけで終わらないのが江戸の人々の遊び心です。



「えび」に「ます」の下半分をつけて「恵比須」というお目出度い言葉を忍ばせているのです。 

 

(６)  雨と雷に傘をさす人 

 このドラマチックな図柄は「仮名手本忠臣蔵」五段目山崎街道の場の定九郎を描いたものです。

歌舞伎が日常から少しはなれてしまった今日、この図柄がすぐに分かる人も限られてしまったと

いうのが現実です。しかし、家老の息子でありながら仇討ちにも加わることなく盗賊に身をやつ

した男が、このように食器の文様としてとりあげられるほど人気があったということが不思議で

なりません。調べてみると、江戸の末ごろから明治の中頃まで花札の雨の役札にはこの定九郎が

描かれていました。現在は小野道風ですが、江戸の人々が「雨」からすぐに連想するものは定九

郎だったのです。定九郎の役作りをした初代中村仲蔵の噺も落語になって今日まで語られていま

す。 

 

(７)  蝶と千鳥 

 この図柄は「蝶とトンボ」と言われていました。私が骨董市で見つけた時も骨董屋のおやじは

自慢そうに「珍しいだろう、蝶とトンボだよ」と言っていました。骨董関係の本を見てもそう書

いてあります。ですが私は最初から「こんなトンボがあるものか、頭が尖っていて羽が二枚しか

ない」と思っていました。では何か、それが分からないので悶々としていました。そして「江戸

の人々の感性で文様に相対する」ということに至ったとき目の前が開けました。江戸の人々の最

大の娯楽は歌舞伎です。歌舞伎の世界には「蝶と千鳥」という組み合わせが舞台狭ましと舞って

いたのです。曽我五郎・十郎の衣装文様です。歌舞伎の世界では常識であり、それは今日でも変

わることはありません。 

 

(８)  蝶と剣山波濤図 

 この「蝶と剣山波濤図」という不思議な組み合わせ文様も、歌舞伎をキーワードとすると面白

いように分かりました。ここに三代豊国が描いた役者絵があります。「助六由縁江戸桜」(ここで

は単に「助六」となっています)の花川戸助六と意休を描いたものですが、その衣装文様に注目し

ていただきたい。意休の衣装に「剣山波濤図」があります。助六はじつは曽我五郎という設定で

すからその象徴は「蝶」です。当時の人々はこのそば猪口を見た瞬間に「ああ、あれだね」と分

かったはずです。それだけ歌舞伎が人々の日常に入り込んでいたということです。 

 

 

 江戸の人々の楽しみ方のひとつの面が分かっていただけたら幸いです。江戸の人々は遊び人だが、

同時に教養人でもありました。漢詩も楽しめば、中国の故事来歴にも詳しい。文学にも造詣が深く、

能や歌舞伎などにも通じている。今日の文化状況が恥ずかしくなってしまいます。そば猪口の文様を

研究するたびに、昔の人々から笑われているような感覚に陥ります。さらに感性を研ぎ澄まして、先

人たちが楽しんできた世界に触れていきたいとおもっています。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

岸間 慳貪 プロフィール 

 

１９４７年 福島県生まれ 

      ３０代から江戸のそば猪口にとりつかれ、蒐集と研究を始める 

２００９年 WEB「そば猪口美術館」（sobachoko.jp)を開館 

２０１２年 「絵解き謎解き 江戸のそば猪口」(ブックハウス HD)を出版 

      朝日新聞読書欄で紹介される 
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